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自主防災組織

連絡協議会

事務局

☎22-7105

延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。

結成しました

自主防災組織率

組織数

２８１組織

組織率
８５．１０％

令和６年７月８日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

1

【自転車で避難】

下

伊

形

町

区

防

災

訓

練

出
口
区
自
主
防
災
組
織
（
末
藤
俊
二
会
長
）
は
、
令

和
令
和
六
年
六
月
二
十
二
日
（
土
）
出
口
公
民
館
に
て

防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
令
和
４
年
台
風
１

４
号
を
中
心
に
風
水
害
に
よ
る
講
話
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
５
年
鹿
児

島
８
６
水
害
の
映
像
を
見
て
、
改
め
て

早
め
の
避
難
や
備
え
の
大
切
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出

口

区

防

災

講

話

下
伊
形
町
区
自
主
防
災
組
織
（
重
黒
木
實
行
会
長
）

は
、
令
和
六
年
六
月
二
十
三
日
（
日
）
同
区
内
に
て
津

波
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
１
０
時
、
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
地
区

住
民
は
２
箇
所
の
津
波
避
難
場
所
に
避
難
し
ま
し
た
。

「
避
難
場
所
ま
で
遠
い
。

久
し
ぶ
り
に
神
社
山
に
登

っ
た
」
な
ど
話
す
住
民
も

い
ま
し
た
。
避
難
住
民
の

受
付
終
了
後
、
地
震
・
津

波
及
び
備
え
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

大
門
北
区
自
主
防
災
組
織
（
斉
藤
正
会
長
）
は
、
令

和
六
年
六
月
二
十
八
日
（
金
）
大
門
北
区
公
民
館
に
て

防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
の
映
像
を
見
て
「
揺
れ
て
い
る
時
に

避
難
す
る
の
は
難
し
い
」
「
家
具
の
固
定
が
必
要
」
と

話
す
住
民
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
共
助

の
成
功
例
や
避
難
所
運
営
の
写
真
を
見

て
「
防
災
訓
練
は
大
切
」
「
顔
の
見
え

る
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
」

と
話
す
住
民
も
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

斉
藤
会
長
か
ら
「
秋
に
は
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【液状化実験】

【揺れの大きさにビックリ!】

【猫も避難しました🐈】

【早めの避難しよう！】

【明るいうちに避難!】

大

門

北

区

防

災

講

話

令
和
六
年
七
月
二
十
三
日
（
火
）
野
口
遵
記
念
館
に

お
い
て
令
和
六
年
度
延
岡
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
総
会
（
森
口
正
輝
会
長
）
及
び
防
災
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

総
会
当
日
現
在
、
２
８
１
組
織
が
結
成
さ
れ
て
お
り

１
２
５
組
織
が
出
席
（
委
任
状
９
９
組
織
）
し
、
規
約

に
則
り
本
総
会
が
成
立
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
森
口
会
長
か
ら
「
今
年
度
に
入
り
２

地
区
が
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今

後
も
結
成
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
表
彰
式
及
び
議
題
審
議
に
移
り
、
全
て
の
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
山
田
昇
吾

主
事
に
よ
る
「
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」

の
講
話
を
受
講
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
度

延
岡
市
自
主
防
災

組
織
連
絡
協
議
会
総
会

感
謝
状
贈
呈
組
織

長
浜
町
区
自
主
防
災
組
織

（
甲
斐
善
一
会
長
）

北
緑
ヶ
丘
区
（
く
ろ
し
お
隊
）

自
主
防
災
組
織（

花
畑
周
二
郎
会
長
）

下
伊
形
自
主
防
災
ク
ラ
ブ

（
重
黒
木
實
行
会
長
）

上
平
原
区
自
主
防
災
組
織

（
山
本
盛
男
会
長
）

【森口会長あいさつ】【感謝状贈呈】

西
階
町
う
ぐ
い
す
団
地
区
防
災
訓
練

西
階
町
う
ぐ
い
す
団
地
区
自
主
防
災
組
織
（
村
上
友

久
会
長
）
は
、
令
和
六
年
六
月
三
十
日
（
日
）
う
ぐ
い

す
公
民
館
に
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
国
土
交
通
省
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
に

よ
る
講
話
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
各
地
で
の
洪
水
被
害

や
平
成
１
７
年
と
令
和
４

年
の
台
風
に
お
け
る
浸
水

箇
所
の
違
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
次
に
リ

バ
ー
パ
ル
五
ヶ
瀬
川
の
山

田
館
長
に
よ
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
使
用
し
た
液
状
化

実
験
を
体
験
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
防
災
推
進
員
か
ら

心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
の
説
明
を
受
け
た
後
、

実
技
を
行
い
、
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７ ２

み

ど

り

区

防

災

訓

練

み
ど
り
区
自
主
防
災
組
織
（
森
口
正
輝
会
長
）
は
、

令
和
六
年
七
月
二
十
一
日
（
日
）
に
み
ど
り
区
内
で
、

地
震
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

8
時
３
０
分
に
公
民
館
か
ら
の
放
送
を
聞
い
た
皆
さ

ん
は
、
続
々
と
公
園
に
避
難
し
て
来
ま
し
た
。

訓
練
参
加
者
に
よ
る
対
策
本
部
及
び
防
災
資
機
材
簡

易
テ
ン
ト
設
営
訓
練
に
続
き
、
点
呼
並
び
に
健
康
状
態

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

元
旦
に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
を
教
訓
に
役

員
会
で
は
、
各
家
庭
で
飲
料
水
・
食
料
品
等
の
備
蓄
や

家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
と
話
し

合
わ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
ゴ

ミ
の
分
別
要
領
や
持
ち
込
む
際
の
注
意
点
を
参
加
者
全

員
で
認
識
し
た
後
、
対
策
本
部
及
び
防
災
資
機
材
簡
易

テ
ン
ト
を
撤
収
し
て
避
難
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

【防災倉庫内の備品説明中】

北

小

路

１

区

防

災

講

話

北
小
路
１
区
自
主
防
災
組
織
（
甲
斐
広
孝
会
長
）

は
、
令
和
六
年
七
月
七
日
（
日
）
に

岡
富
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
館
で
防
災
講

話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
家
庭
内
に
お

け
る
地
震
対
策
や
地
球
温
暖
化
に
よ

っ
て
日
本
周
辺
海
域
の
４
０
年
前
と

現
在
の
海
水
温
上
昇
の
差
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確

立
し
て
災
害
発
生
時
は
、
お
互
い
で
助
け
合
う
北
小

路
１
区
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

【暑さ対策はＯＫです】

西
階
中
学
校
家
庭
学
級
防
災
講
話

富
美
山
西
区
自
主
防
災
組
織
（
佐
伯
卓
信
会
長
）

は
、
令
和
六
年
六
月
二
十
三
日
（
日
）

に
富
美
山
コ
ミ
セ
ン
で
婦
人
部
を
対

象
に
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
富
美
山
西
区

周
辺
の
災
害
別
リ
ス
ク
に
つ
い
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
地
図
で
説
明
を
受

け
備
え
の
考
え
方
を
理
解
し
ま
し
た
。

【受付中です・・・・。】

大

門

区

防

災

講

話

大
門
区
自
主
防
災
組
織
（
田
中
純
一
郎
会
長
）
は
、

令
話
六
年
七
月
二
十
一
日
（
日
）
に
大
門
公
民
館
で
防

災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

田
中
会
長
か
ら
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
限
ら
ず
、
い

つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
」
と
の

挨
拶
後
、
祝
子
川
沿
い
に
位
置
す
る
大
門
区
の
地
理
的

特
性
か
ら
、
洪
水
時
と
津
波
時
の

浸
水
深
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
事

を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
理
解
す
る

と
と
も
に
川
の
水
が
堤
防
を
越
え

た
イ
メ
ー
ジ
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
、

そ
の
際
、
水
の
流
れ
と
広
が
り
の

速
さ
か
ら
の
早
め
の
避
難
が
大
切

だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

○島野浦町津波避難訓練
９月２０日（金）
午前 ８時３０分〜
島野浦島全域

○小川町防災訓練
９月２２日（日）
午前１０時〜
小川研修センター

○防災フェア
９月１日（日）
午前１０時〜
イオン延岡店（旧ユニクロ）

防災訓練

防災講話

〇須佐区防災講話
９月 ８日（日）
午前１０時～
須佐集会場

〇古川区防災講話
９月 ８日（日）
午前１０時〜
古川公民館

○妙町区防災講話
９月２９日（日）
午前１０時〜
妙営農集会場

富

美

山

西

区

防

災

講

話

西
階
中
学
校
家
庭
学
級
は
、
令
和
六
年
七
月
二
十
六

日
（
金
）
に
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

発
災
時
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
使
い
方
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
使

用
不
能
及
び
電
子
マ
ネ
ー
・
カ
ー
ド
決
済
で
の
買
い
物

等
が
一
定
期
間
出
来
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
為
、
非

常
用
持
出
品
リ
ス
ト
に
現
金
の
準
備
は
必
要
な
ど
の
説

明
を
受
け
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

【婦人部長あいさつ】

【真剣に聞いてます】


